
８８ コンクールへの参加

() 研究開発の概要1
１年次の「理科総合Ａ」化学分野の内容を踏まえ、英語で「元素 「単体・化合物 「エネ」 」

ルギー」についての授業を実施した。
() 研究方法及び内容2
ア 対象生徒 第１学年普通科全生徒
イ 実施日程 各学級とも２月及び３月の２日間
ウ 実施内容
(ｱ) 元素

() 年数学コンクール1 2006
日 時 平成 年 月 日（日）18 8 13
場 所 名古屋大学経済学部
参 加 者 ２名
問 題 別記のとおり
解答時間 ５時間
結 果 奨励賞を受賞（１名） ＜ 月 日に授賞式＞11 3

【参加者とコンクール会場】

アンケートより
(ｱ)問題について
・実用的な問題や遊びの要素を取り入れた問題で少々ビックリした。
・いたってシンプルな問題だったが、難しかった。一問に集中して解答した。
・数式（公式）の証明のような問題にも挑戦したかった。

(ｲ)コンクールを受けてよかったこと
・普段は一つの問題にこんなに時間をかけて考える機会がないので、考えていて楽しかっ
た。
・自分の力のなさを再確認することになったのでもう少し勉強しようと思うきっかけにな
った。
・時間に追われることがなくじっくり考える機会が得られたことがよかった。
・他校の「数学好き」はどんな人か見ることができてよかった。

(ｳ)その他
・学校のテストも長時間かけて解けると嬉しい。
・自分は数学が得意ではないが、好きではあるのでこれからも色々な問題を解いてみたい
と思った。

五月に各クラスに掲示を利用して、希望者を募ったところ二名の参加者が出た。
生徒たちは、普通と違う長時間問題に取り組むという状況に戸惑いながらも、楽しく参加でき
た様子である。
今後、参加者を増やす方策を検討したい。



《コンクールで課された問題》



【奨励賞受賞者】


